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毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日　

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年　

一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

八
月
三
十
一
日

第
二
千
七
百
二
十
六
号

木　曜　日

　
　
　
　
　
　

目　
　
　

次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
山
梨
県
県
民
保
健
医
療
意
識
調
査
の
実
施	

五
九
九

○
道
路
の
供
用
開
始	

五
九
九

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知	

六
〇
〇

○
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知	

六
〇
一

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見	

六
〇
三

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

六
〇
三

　
　
　
　

そ　

の　

他

○
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て	

六
〇
四

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号

　

山
梨
県
県
民
保
健
医
療
意
識
調
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
の
で
、
山
梨
県
統
計
調
査
条
例
（
平
成

二
十
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

	

山
梨
県
知
事　
　

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

調
査
の
名
称　

山
梨
県
県
民
保
健
医
療
意
識
調
査

二	　

調
査
の
目
的　

県
民
の
健
康
状
態
、
健
康
意
識
、
保
健
医
療
に
関
す
る
受
療
実
態
及
び
意
識
等
を

把
握
し
、
山
梨
県
地
域
保
健
医
療
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三　

報
告
を
求
め
る
事
項

　

1 　

性
別
、
年
齢
、
健
康
保
険
の
種
類
、
同
居
家
族
及
び
居
住
市
町
村
に
関
す
る
事
項

　

2 　
健
康
状
態
及
び
病
気
に
対
す
る
意
識
に
関
す
る
事
項

　

3　

健
康
診
断
の
受
診
に
関
す
る
事
項

　
4 　
行
政
機
関
に
よ
る
保
健
衛
生
サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
望
に
関
す
る
事
項

　
5 　

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
関
す
る
事
項

　

6　

地
域
の
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る
事
項

　

7 　

医
療
機
関
を
選
ぶ
方
法
に
関
す
る
事
項

　

8 　

在
宅
医
療
に
関
す
る
事
項

　

9 　

慢
性
疾
患
等
の
療
養
に
関
す
る
事
項

　

10　

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
関
す
る
事
項

　
11　
救
急
医
療
に
関
す
る
事
項

　
12　

医
療
相
談
に
関
す
る
事
項

　

13　

歯
科
診
療
へ
の
要
望
に
関
す
る
事
項

　

14　

医
療
機
関
に
つ
い
て
の
情
報
に
関
す
る
事
項

　

15　

臓
器
移
植
に
対
す
る
意
識
に
関
す
る
事
項

　

16　

医
療
施
策
全
体
へ
の
要
望
に
関
す
る
事
項

四　

基
準
と
な
る
期
日　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
を
調
査
基
準
日
と
す
る
。

五　

報
告
を
求
め
る
者

　

1　

調
査
地
域　

山
梨
県
全
域

　

2
	　

調
査
対
象　

県
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
等
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
十
八
歳
以
上
の
者

（
二
千
人
）

六	　

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法　

自
計
式
調
査
と
し
、
調
査
票
の
配
布
及
び
回
収
は
、
郵
送

に
よ
り
行
う
。

七　

報
告
を
求
め
る
期
間　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
を
調
査
期
間
と
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
・
東
部
建

設
事
務
所
（
吉
田
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日

ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

	

山
梨
県
知
事　
　

後　
　

藤　
　
　
　
　

道
路
の

種
類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

延　
　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

四
日
市
場
上

野
原
線

上
野
原
市
鶴
島
字
飯
米
場
四
四
八
四

番
二
五
地
先
か
ら

上
野
原
市
鶴
島
字
飯
米
場
四
四
八
六

番
三
地
先
ま
で

五
五
・
〇

平
成
二
十
九

年
九
月
四
日

五
九
九



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
二
十
六
号　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

六
〇
〇

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
大
月
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

後　
　

藤　
　
　
　
　

斎

一　

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
梅
ヶ
久
保
二
三
六
の
六
一
、
二
三

六
の
六
二
、
字
米
沢
四
五
七
の
一
四
八
、
四
五
七
の
一
四

九
、
四
五
七
の
一
五
七

天
野
和
喜

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
一
、
字
千
万
歳
一

六
一
二
の
一
、
字
米
沢
四
五
七
の
一
、
四
五
七
の
一
一
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

天
野
忍

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
三
六
、
八
六
七
の

四
六
、
八
六
七
の
四
七
、
字
米
沢
四
五
七
の
二
二
五

雲
藤
舞

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
四
四
、
八
六
七
の

四
五
、
八
六
七
の
六
七
、
八
六
七
の
七
三
、
字
米
沢
四
五
七

の
一
七
一
、
四
五
七
の
二
一
五
、
四
五
七
の
三
四
、
四
五
七

の
八
五

奥
山
光
美

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
五
七
の
一
一
四
、
四
五
七

の
九
三

天
野
宇
吉

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
九
七
、
字
米
沢
四

五
七
の
一
二
八
、
四
五
七
の
一
九
五
、
四
五
七
の
二
〇
三
、

四
五
七
の
二
〇
五
、
四
五
七
の
二
〇
九
、
四
五
七
の
二
一
〇

天
野
光
造

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
千
万
歳
一
六
一
二
の
二
九

天
野
幸

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
一
五
、
字
千
万
歳

一
六
一
二
の
六
三
か
ら
一
六
一
二
の
六
五
ま
で

天
野
弘

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
一
〇
五
、
八
六
七

の
三
八
、
字
米
沢
四
五
七
の
一
〇
三
、
四
五
七
の
一
一
九
、

四
五
七
の
一
二
九
、
四
五
七
の
一
三
七
、
四
五
七
の
一
七

四
、
四
五
七
の
二
一
七
、
四
五
七
の
二
四
六
、
四
五
七
の

二
四
九
、
四
五
七
の
三
〇
、
四
五
七
の
四
五
、
四
五
七
の
四

八
、
四
五
七
の
五
一
、
四
五
七
の
八
六
、
四
五
七
の
九
一

天
野
春
善

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
九
四
、
字
米
沢
四

五
七
の
五
三
、
四
五
七
の
五
八

天
野
丈
一

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
一
〇
一
、
八
六
七

の
六
〇
、
八
六
七
の
六
二
、
八
六
七
の
七
〇
、
八
六
七
の
八

五
、
字
千
万
歳
一
六
一
二
の
一
〇
五
、
一
六
一
二
の
四
三
、

一
六
一
二
の
四
四
、
一
六
一
二
の
七
四
、
字
梅
ヶ
久
保
二
三

六
の
二
六
、
二
三
六
の
五
九
、
二
三
六
の
六
〇
、
字
米
沢
四

五
七
の
一
六
九
、
四
五
七
の
一
七
〇
、
四
五
七
の
一
八
八
、

四
五
七
の
一
九
四

天
野
伸
一

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
五
七
の
一
〇
九
、
四
五
七

の
一
一
五
、
四
五
七
の
一
五
〇
、
四
五
七
の
一
五
二
、
四
五

七
の
一
五
三
、
四
五
七
の
一
六
二

天
野
千
代
子

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
七
一
、
字
梅
ヶ
久

保
二
三
六
の
二
七
、
字
米
沢
四
五
七
の
一
〇
四
、
四
五
七
の

六
九

天
野
只
平

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
五
七
の
七
三

天
野
鶴
雄

六
〇
〇



山
梨
県
公
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第
二
千
七
百
二
十
六
号　
　

平
成
二
十
九
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八
月
三
十
一
日

六
〇
一

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
五
七
の
一
七
三

天
野
定
雄

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
五
七
の
六
四

天
野
武
光

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
五
七
の
一
一
二

天
野
禮
二
郎

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
三
〇
、
字
千
万
歳

一
六
一
二
の
二
〇
、
一
六
一
二
の
二
八
、
一
六
一
二
の
九

三
、
一
六
一
二
の
九
五
、
一
六
一
二
の
九
七

平
井
仁

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
三
一
、
字
千
万
歳

一
六
一
二
の
三
三
、
一
六
一
二
の
五
八
、
一
六
一
二
の
六

〇
、
一
六
一
二
の
七
二

平
井
文
夫

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
千
万
歳
一
六
一
二
の
四
八

平
井
利
一

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
米
沢
四
五
七
の
三
五

林
正
夫

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田
字
屋
影
八
六
七
の
二
七

鈴
木
其
治

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

水
源
の
涵か
ん

養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

2
	　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四	　

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
山
梨
県
告
示
第

二
百
三
十
号

◉　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
早
川
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
知
事　
　

後　
　

藤　
　
　
　
　

斎

一　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
丸
畠
七
八
二
の
内
一
か
ら
七
八
二

の
内
三
ま
で
、
七
八
二
の
内
七
、
字
道
切
七
八
三
の
内
八
、

字
入
口
七
八
五
の
一
〇
、
七
八
五
の
内
八
、
七
八
五
の
内

九
、
字
蕪
藤
七
六
八
か
ら
七
七
二
ま
で
、
七
七
五
の
内
五
、

七
七
五
の
内
六
、
七
八
〇
、
西
之
宮
字
西
山
一
一
八
七
の
内

一
七
、
一
一
八
七
の
内
一
八
、
一
一
八
七
の
内
二
〇

望
月
健
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
道
切
七
八
三
の
一
〇
、
字
入
口
七

八
五
の
一
三
、
七
八
五
の
一
五
か
ら
七
八
五
の
一
七
ま
で

望
月
健
一
、
村
田
貢
、
望
月
毅
、

村
田
富
義
、
望
月
隆
御
、
望
月
三

恵
子
、
望
月
米
、
望
月
誠
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
道
切
七
八
三
の
内
九

望
月
重
朝

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
日
影
代
七
五
八
の
一
、
字
蕪
藤
七

七
五
の
内
九

望
月
三
恵
子

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
日
影
代
七
五
八
の
二
、
七
五
九
の

二

望
月
毅
、
村
田
富
義
、
望
月
隆

御
、
折
居
み
さ
を
、
武
藤
か
ほ

る
、
望
月
三
恵
子
、
望
月
米
、
望

月
誠
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
入
口
七
八
五
の
一
二

望
月
準
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
入
口
七
八
五
の
六
、
七
八
五
の
内

一
四

望
月
豊
一

六
〇
一
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南
巨
摩
郡
早
川
町
黒
桂
字
蕪
藤
七
七
四

辻
晃
幸

南
巨
摩
郡
早
川
町
西
之
宮
字
西
山
一
一
八
七
の
内
二
二

望
月
憲
芳
、
望
月
光
子

南
巨
摩
郡
早
川
町
西
之
宮
字
西
山
一
一
八
七
の
内
二
九

辻
正
時

南
巨
摩
郡
早
川
町
西
之
宮
字
西
山
一
一
八
七
の
内
三
一

辻
五
一
、
望
月
豊
、
辻
益
三
、
望

月
徳
重
、
辻
正
時
、
辻
昭
和
、
辻

長
一
、
辻
俊
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
下
霞
八
二
三
、
八
二
四
、
八
七
三

の
一
、
八
七
三
の
二
、
八
八
三
か
ら
八
八
五
ま
で
、
字
上
ノ

原
八
一
九
の
一
、
字
上
霞
一
〇
〇
一
、
一
〇
〇
七
か
ら
一
〇

一
八
ま
で
、
九
九
四
の
一
、
九
九
五
か
ら
九
九
七
ま
で
、
九

九
九
、
保
字
大
上
双
里
二
〇
六
一

佐
野
延
雄
、
望
月
憲
一
、
望
月
宗

正
、
望
月
栄
、
小
笠
原
三
利
、
深

沢
正
行
、
望
月
滿
智
雄
、
佐
野
清

八
、
望
月
一
精
、
深
沢
久
光
、
佐

野
金
三
、
高
橋
通
正
、
佐
野
清
、

藤
原
正
三
、
小
菅
衛
、
深
沢
一
、

深
沢
新
一
、
渡
辺
幸
來
、
望
月
義

幸
、
髙
橋
万
典

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
下
霞
八
二
七

髙
橋
万
典
、
高
橋
定
治
郎

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
七
八
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

望
月
重
團
、
渡
辺
竹
重
、
髙
橋
万

典
、
渡
辺
け
い
、
望
月
清
重
、
深

沢
一
良
、
佐
野
清
吉
、
佐
野
延

雄
、
望
月
市
太
郎
、
望
月
芳
太

郎
、
望
月
保
之
助

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
七
九
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）、
九
八
〇
、
九
八
一
、
九
八
七
か
ら
九
八
九
ま

で
、
九
九
〇
の
一

望
月
栄
、
望
月
憲
一
、
深
沢
一

良
、
深
沢
正
行
、
佐
野
サ
ト
、
佐

野
清
、
佐
野
金
三
、
高
橋
通
正
、

小
菅
衛
、
髙
橋
万
典

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
八
三

望
月
秀
晴
、
小
笠
原
三
利
、
深
沢

久
光
、
深
沢
力
、
藤
原
正
三
、
深

沢
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
八
六
、
九
九
〇
の
二

小
笠
原
三
利
、
深
沢
久
光
、
藤
原

正
三
、
深
沢
一
、
深
沢
新
一
、
望

月
義
幸

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
九
〇
の
三

佐
野
延
雄
、
望
月
滿
智
雄
、
佐
野

清
八
、
望
月
一
精
、
渡
辺
幸
來

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
九
八

深
沢
一

南
巨
摩
郡
早
川
町
草
塩
字
上
霞
九
九
八
の
内
一

深
沢
久
光

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
後
草
里
二
一
一
二
の
一
、
二
一
一
二

の
三
、
字
青
が
れ
一
九
六
八
、
字
登
須
良
峰
二
一
四
四
の
一
、

二
一
五
二
の
一

近
藤
六
郎

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
後
草
里
二
一
一
三
、
字
青
が
れ
一
九

五
七
、
一
九
五
九

望
月
武
文

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
後
草
里
二
一
一
七
の
一

近
藤
暦

、
望
月
法
太
郎
、
望
月

七
之
助
、
望
月
亀
太
郎
、
望
月
義

昭
、
望
月
清
、
近
藤
國
太
郎
、
近

藤
知
安
、
近
藤
義
金
、
近
藤
貞

一
、
望
月
芳
一
、
望
月

知
、
望

月
德
重
、
望
月
忠
重
、
望
月
喜

觀
、
望
月
福
督
、
望
月
兼
安
、
望

月
道
則
、
望
月
金
太
郎
、
望
月
三

穗
、
望
月
福
太
郎
、
望
月
秀
政
、

望
月
善
次
、
望
月
一
喜
、
望
月
善

清
、
高
橋
三
朗
、
望
月
敏
則
、
川

口
源
作
、
樋
川
透
重
、
望
月
兵

作
、
望
月
廣
作
、
保
泉
傅
十
郎
、

六
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望
月
金
十
郎
、
望
月
宇
重

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
青
が
れ
一
九
五
五
、一
九
七
六
の
一
、

一
九
七
六
の
四
、
一
九
八
四
の
一
、
一
九
八
四
の
二
、
字
滝

上
一
九
九
三

近
藤
け
さ
古

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
青
が
れ
一
九
五
八
、一
九
六
〇
の
一
、

一
九
六
〇
の
三
、
字
大
上
双
里
二
〇
六
〇

望
月
信
雄

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
青
が
れ
一
九
六
一
、
一
九
六
四

望
月
福
也

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
青
が
れ
一
九
六
五
、
字
双
里
一
九
四

九
の
一
、
一
九
五
〇
の
一

近
藤
知
安

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
青
が
れ
一
九
六
七

望
月
秀
男

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
青
が
れ
一
九
六
九

望
月
秀
男
、
望
月
希
典

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
滝
上
一
九
九
六
か
ら
一
九
九
八
ま
で
望
月
希
典

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
青
が
れ
一
九
七
七

望
月
兼
保

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
双
里
一
九
四
六
の
一
、
一
九
四
七

望
月
森
生

南
巨
摩
郡
早
川
町
保
字
滝
上
二
〇
〇
一

望
月
兼
安

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

水
源
の
涵か
ん

養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

2
	　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

早
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四	　

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二

百
四
十
六
号

◉　

大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
見
地
か
ら
の
意
見

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
甲
府
市

か
ら
聴
取
し
た
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
及
び
縦
覧
に
供

す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

　

1　

名
称　

オ
ギ
ノ
伊
勢
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

2　

所
在
地　

山
梨
県
甲
府
市
幸
町
二
十
八
番
二
十
四
号
外

二　

届
出
の
内
容
及
び
公
告
日

　

1　

内
容　

変
更

　

2　

公
告
日　

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日

三　

意
見
の
概
要

　

1　

混
雑
時
に
お
け
る
警
備
員
等
の
配
置

　

2　

駐
輪
場
の
確
保
等

　

3　

騒
音
対
策
の
実
施

四	　

縦
覧
場
所　

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
山
梨
県
庁
別
館
二
階　

山
梨
県
県
民
情
報

セ
ン
タ
ー

五　

縦
覧
期
間　

こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
ま
で

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一	　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
字
塩
出
ヶ
崎
三
千
三
百
七

十
の
二
、
三
千
三
百
七
十
の
五
、
三
千
三
百
六
十
七
、
三
千
三
百
六
十
五
、
三
千
三
百
七
十
二
の
一
、

三
千
三
百
七
十
三
、
三
千
三
百
七
十
三
内
一
及
び
三
千
三
百
七
十
四
の
一
の
区
域

二	　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
三
号
東
京
ビ

六
〇
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発
行
者　
　

山　

梨　

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番
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ル
デ
ィ
ン
グ　

株
式
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｍ　

代
表
取
締
役　

羽
鳥
裕
介

　
　
　
　
　
　

そ　

の　

他

◉　

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
七
号

　

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日

	
富
士
山
有
料
道
路
管
理
事
務
所
長　
　

望　
　

月　
　
　
　
　

修

一　

一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

　

1　

工
事
名　

富
士
山
有
料
道
路
防
護
柵
補
修
工
事

　

2　

工
事
場
所　

山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
富
士
山
地
内
外

　

3
	　

工
事
概
要　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
撤
去　

Ｌ
＝
六
百
六
十
メ
ー
ト
ル　

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置　

Ｌ
＝

六
百
六
十
メ
ー
ト
ル

　

4　

工
期　

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で

　

5　

予
定
価
格　

千
七
百
二
十
七
万
四
千
六
百
円

二	　

入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
期
間　

平
成
二
十
九
年
九
月
七
日
（
木
）
か
ら
同
月
十
三
日
（
水
）

ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を

除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

三	　

そ
の
他　

詳
細
は
、
山
梨
県
道
路
公
社
富
士
山
有
料
道
路
管
理
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
配

布
す
る
一
般
競
争
入
札
公
告
、
設
計
図
書
等
に
よ
る
。（U
RL

）	http://subaruline.jp/

六
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